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表 1 明治後期の九州中部 山 村 の 土 地 利 用
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叫
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収
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る
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と
れ
十
一
ν
町
一

日
け
け
に

μー
ι
午
、
は
川
町
二
一
勺
笠
間
日
，
口
長
山
川
町
一
計
尚
一
九
て
F
F
主
党
で
あ
ふ
し

町一計
J
n
v一
v
よ

F
U
字
、
の
ち
L
よ
わ
中
に
M
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一
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が
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作
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あ
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く
低
い
と
と
が
指
出
向
さ
れ
て
い
る
。
上
野
村
是
に
よ
る
と
、

三
九
年
が
七
七
町
歩
、

明
治
三
六
・
一
一
一
七

年
の
耕
作
反
別
が
入

O
町
歩
、

四

O
年
が
五

O
町
歩
余

と
減
少

L
て
h
x
b
j
、

タ
ノ
パ
コ
が
大
麻
に
つ
ぎ
重
要
念
商
品
作
物
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、

タ
パ
コ
作
の
減
少
を
憂
え
て
い
る
。

山
産
物
と
し
て
代
表
的
を
も
の
は

し
い
た
け
、

と
ん
に
や
〈
玉
、

:?f 

皮
左
ど
で
あ
る
。
茶
の
移
出
額
の
多
い
の
は
矢
部
村
・
諸
塚
村
・
椎
葉
村
で
あ

h-
、
三
ゲ
所
村
・
南
小
田
村
で
も
移
出
さ
れ
た
c

当
時
の
茶
は
焼
畑
造
成
地

K

自
然
に
奨
芽
し
た
山
茶
が
大
部
分
で
あ
り
、

紅
茶
や
ウ
ー
ロ
ン
茶
左
ど
の
製
法

も
研
究
さ
れ
た
が
、

結
局
緑
茶
の
製
法
を
羽
自
得
し
て
緑
茶
が
移
出
さ
れ
た
。
し

い
だ
け
は
矢
部
村
・
山
西
村
を
除
く
一

O
ゲ
村
で
主
左
移
出
品
呂
と
な
っ
て
い

る
c

岩
戸
村
・
諸
塚
村
が
移
出
品
目
の
上
位
一
・
二
位
を
占
め
た
が
、

当
時
は

ι

紅
白
式
栽
培
法
で
大
量
に
は
栽
尽
で
き
な
か
っ
た
。
こ
ん
に
や
〈
玉
(
い
も
)

の
生
産
地
は
矢
部
村
・
諸
塚
村
・
柏
村
で
そ
の
多
〈
を
移
出
し
た
。
格
皮
は
矢

部
村
-
七
折
村
・
西
米
良
村
・
諸
塚
村
・
椎
葉
村
で
多
く
移
出
さ
れ
た
。

と
ず〉

僚
は
天
然
に
存
在
し
た
山
格
と
人
工
的
に
栽
培
し
た
真
格
が
あ
っ
た
が
、

当
時

は
山
湾
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
コ
一
径
の
栽
培
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

ま
だ
生
産
量
も
少
左
〈
、

移
出
も
行
わ
れ
左
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

山
村
住
民
の
移
入
額
の
多
い
も
の
は
衣
類
・
清
酒

-
F
パ
コ
・
焼
酎
・
売
薬
・

塩
・
機
械
器
具
・
車
問
日
け
ア
魚
類

(
塩
・
同
時
・
子
魚
を
含
む
)
、
石
治
左
ど
と
な

う
て
い
た
。
こ
の
中
で
タ
ノ
パ
コ
は
一
部
の
山
村
で
生
産
さ
れ
た
が
、

大
体
に
会

い
て
タ
バ
コ
の
移
入
領
は
一
角
い
位
置
を
占
め
た
。
在
郷
町
の
主
左
移
入
品
目
は

魚
類
・
衣
類
・
薪
・
木
炭
な
ど
で

一
部
の
町
で
は
米
・
あ
わ
・
む
ぎ
の
殺
類

を
多
〈
移
入
し
て
い
た
。
山
村
の
薪
や
木
炭
は
在
郷
町
へ
移
出
さ
れ
、

の
訴
穏
や
タ
パ
コ
円
か
逆
に
山
村
へ
移
出
ぎ
れ
た
c

定
郷
町

三
、
鮫
類
の
生
産
と
潟
饗

九
州
中
郡
山
村
の
慢
掘
で
は
雑
穀
が
多
〈
生
産
さ
れ
、

過
小
生
産
で
あ
る
米

を
補
足
し
て
い
た
。

一
二
の
山
村
の
中
で
は
主
食
と
し
て
の
品
川
貨
は
米
と
大
変

持

と
と
う
も
ろ
こ
し
の
組
合
ぜ
が
多
く
、

西
米
良
村
で
は
と
う
も
ろ
こ
し
の
代
り

に
ひ
え
が
、

山
富
村
と
矢
部
村
で
は
と
う
も
ろ
こ
し
の
代
り
に
あ
わ
が
大
量
に

ま
た
大
麦
の
代
り
に
は
だ
か
麦
が
冬
ぐ
生
産
さ
れ
た
村
と

し
て
西
米
良
村
・
南
小
国
村
・
柏
村
が
あ
る
。
明
治
一
ニ

0
1
四

O
年
に
た
け
る

生
産
さ
れ
て
い
た
。

山
村
の
主
左
食
糧
の
一
人
当
り
年
間
消
費
量
を
平
均
す
る
と
米
(
四
・
四
六
斗
)
‘

麦
(
五

ひ
え
(
一
・
一
三
ニ
斗
)
、

っ
て
=
一
回
斗
)
、

告

あ
わ

一
九
斗
)
、

び

(
0
・
一
一
斗
)
、

〈

0
・
八
八
斗
)
、

(
四
・
七
六

そ
ば

-
0

と
う
も
ろ
こ
し

め
ん
類
(
一
五
六
匁
)

(
二
六
貫
二
二
六
匁
)
、

か
ん
し

さ
と
い
も

よ

(
一
九
貫
六

O
三
匁
)

(
九
一
匁
)
と
な
る
。
南
小
田
村
の

- 4 

ば
れ
い
し
ょ

よ
う
に
米
の
消
費
の
多
い
村
で
は
、

雑
穀
ゃ
い
も
類
の
消
一
安
は
少
左
〈
左
っ
て

い
る
。
米
や
雑
穀
の
消
費
量
の
多
い
村
は
西
栄
良
村
・
柏
村
・
上
野
村
・
矢
蕊

村
な
ど
で
あ
ー
り
、

消
費
量
の
少
左
い
村
は
稚
夜
十
一
村
・
鞍
岡
村
・
七
折
村
4
6

ど
で

あ
る
。一

二
の
山
村
の
食
料
品
支
出
の
割
合
を
平
均
す
る
と

穀
類
五

'1> 

酒
類
一

0
・
九
婦
、

そ
き
い
類
一

0
・
四
六
係
、

肉
・
魚
員
一
怒
悶
・
二
一
¢

F
パ
コ
一
二
・
五
三
¢

い
も
類
二
・
七
六
発

一
豆
類
二
・
六
¢

果
物
怒

五
七
ポ
官
、
そ
の
他
二
了
八
五
%
と
な
る
。
穀
類
の
支
出
割
合
が
六

O
¢
を
誠
一
一

え
て
い
る
の
は
矢
部
村
・
南
小
田
村
・
柏
村
で
あ
る
υ

必
判
航
船
・
そ
き
い
類
・
再
日

類
の
三
種
で
食
品
顎
の
中
で
占
め
る
割
合
は
七
引
を
時
え
て
い
る
じ
こ
れ
に
対

品川
V

し
在
郷
町
(
ヘ
ゲ
叩
)
の
場
合
は
、
殺
類
五
一
・
八
八
、
係
、

再
開
類
-
一
二
.
五
五
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冒
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海
ご
湾
笠
守
門

1

吋
ご

4
M
町
立
高
樹
O

V
官

F
H
悼
し
4
P
F
円。

c
mコ
宗
十
骨
E
4
円
什
占
伊
ミ
汁
二
』
之
・
恵
一
孟
・
透
析
・
い
汗
ヰ
・
M
h
z
島
・
四
回
E
h
v
治
港
ε
E
H
之
歌
山
W

持
竺
パ
r
J
州"。

d

官
、
そ
さ
い
類
五
・
六
五
係

肉
H

魚
貝
類
五
・
五
七
係

タ
バ
コ
四
・
四
四

'1 

い
も
額
二
・
四
三
¢
、
一
虫
類
一
・
四
二
婦
、

一
一
ハ
¢
と
在
る
。

と
こ
で
顕
著
念
特
退
位
、

果
物
類
一
-

そ
き
い
類
は
在
郷
町
の
消
費
が
山
村
の
半
分
で
あ
り
、

そ
れ
に
対

L
酒
類
・
肉

u
魚
貝
類
・
ヲ
パ
コ
が
山
村
よ
り
在
郷
町
の
消
費
が
上

回
っ
て
い
る
。
当
時

ο
山
村
で
は
い
か
に
多
く
の
穀
類
を
消
費
し
た
か
が
わ
か

3

r

、

工
、
'
し

一
双
績
と
い
も
額
は
山
村
・
在
郷
町
J
T
」
問
わ
ず
ほ
ほ
同
じ
割
合
で
的
資
さ

れ
た
。

縦
割
の
生
産
で
注
目
寸
ぺ
き
は
、

崎
町
矧
耕
作
に
よ
り
何
が
最
も
多
〈
生
産
さ

わ
4

人
か
で
あ
る
。

ひ
え
は
西
米
良
村
で
き
わ
め
て
多
く
生
産
消
抗
日
さ
が
て
お
り

そ
れ
に
つ
い
で

「
ひ
え
っ
き
節
」

南
米
由
民
村
に

で
名
高
い
桁
安
村
が
〈
る
が

わ
し

r
t
L
+ム

'
b
、
.
，
』

P

4

‘

司

-

4

4什

N
P
L
4
J
T
s刀
ぞ

J
J

あ
わ
は
山
内
村
・
矢
部
村
で
冬
〈
μト
1

x
内
的
負

き
f

引
、

一
一
一
ケ
所
村
・
上
野
村
・
鞍
附
村
・
J

引
一
ド
村

と
』
勺
も
ら
こ

l
Hい
町
村
、

- 5 -

七
折
村
・
諸
塚
村
で
多
〈
生
産
消
資
さ
れ
た
。

四
、
米
の
生
産
と
消
費

九
州
中
郡
山
村
が
米
の
生
産
地
域
で
は
を
か
っ
た
が
、

米
の
移
出
地
域
で
あ

っ
4J-

村
も
あ
り
、

木
材
・
薪
を
ど
の
林
産
物
や
し
い
た
け
・
芥

-
w
m
皮
を
ど
の

山
蒔
一
物
の
商
品
化
率
の
低
い
山
村
に
あ
勺
て
は
、

米
が
税
金
収
入
源
の
も
っ
と

も
重
要
念
怪
物
と
し
て

生
産
販
売
が
行
わ
れ
て
き
た
。
九
州

(
福
岡
・
熊
本

宮
崎
・
大
分
・
鹿
児
島
の
各
県
)
管
内
の
七
二
町
村
の
明
治
三

0
1同
一
一
一
丸
の

米
の
一
人
当
り
年
間
掛
川
資
量
(
主
令
ハ
)
を
み
る
と
、

二
斗
ム
口
が
最
も
冬
〈
、
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表 5 九州中部山村の集米量と散米量(明治後期)

村名 集米 量 散 米 i量 差 額 散米指数

回 白 回
鞍 岡村 2432. 063 738. 063 1694. 000 30 

三ヶ所村 1787.255 1457. 255 330 000 82 

西米良村 1559. 611 1548. 028 11. 583 99 

岩戸村 1295. 157 771. 060 524. 097 60 

七折 村 1184. 410 1184. 410 。100 

上野村 1343. 675 1009. 420 334. 255 75 

諸塚 村 940.000 1130. 840 ー190.840 120 

維業村 1896. 150 2052. 250 ー156.100 108 

南小菌村 7663. 714 6146. 805 1516.909 80 

柏 村 2582. 830 2570. 585 12. 245 100 

山西 村 4120 980 1591. 255 2529.725 39 

矢部村 12217 7041282~ 120 -604.416 127 
米
、
養
蚕
、

大
麦
、

畜
産
、

米
を
筆
頭
に
あ
げ
で
あ

注)集米量=米の生産量十小作料奴入+開乍米収入
散米量=米の消費量(主食)+小作米支出十餅作米支出

十酒類材米
散米指数=散米量X1 G 0/集米量
各村是の資料により筆者計算

九州中部山村の地域類型(明治後期)

怒 型 散米指数 地 域 特 徴

A 米軍多多移出型 0-40 山西村，鞍岡村
山産物の商品化が不充分。商品作物色現金
収入源としては弱い。

B 米 多移 出型 41-80 南小苗村，上野村，岩戸村
主食としての消費量の多い村と消費量の少
なL、村がある。

C 自給自足型 61・120
給村，三ヶ所村，七折村，諸

米を中心にした鮫類の移島古'.j1なL、
塚村，E!i米良村，雄君主村

D 米多移入型 121-160 矢吉E村 山産物の高品化が充分に行われている。

E 米軍多多移入墨 161・ なし

表 6

る
。
し
い
た
け
、

椿
皮
、

と
ん
に
b

〈

玉
の
山
建
物
は
下
位
に
あ
げ
ら
れ
て
台

夕
、
し
い
た
け
(
移
出
額
第
三
位
)
を

除
い
て
こ
れ
ら
の
商
品
化
率
は
低
い

G

と
ζ

ろ
で
当
時
の
町
村
田
定
に
記
さ
れ

た
将
来
の
方
針
で
一
つ
の
大
き
左
特
色

は
‘
霞
策
上
警
蚕
業
を
全
国
的
に
調
子
、
防

わ
ず
か
し
か
導
入
さ
れい

てま
い だ
左!lJ
か.村

子三 は

し
て
い
た
た
め
に
、

養
蚕
業
を
盛
ん
に
す
る
よ
う
力
説
さ
れ

て
い
る
と
と
で
あ
る
。

一
二
の
山
村
の

う
ち
一

O
の
山
村
が
養
蚕
業
を
と
ち
あ

- 8 -

げ
て
な
か
、

鞍
岡
村
で
も
米
に
つ
い
で

増
産
額
の
第
二
位

κ養
蚕
業
を

J

め
げ
て

あ
る
。

一
方
鞍
岡
村
に
導
入
ぎ
れ
た
大

麻
・
な
た
ね
念
ど
の
商
品
作
物
の
生
産

に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
が
現
金
収
入
額

と
し
て
当
時
重
要
念
建
物
で
あ
っ
4
ん
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

全
然
と
り
あ
げ
ら
れ

左
か
っ
た
。
村
是
の
決
定
に
あ
た
っ
て

村
民
が
導
入
し
て
い
た
高
品
作
物
を

軽
視
し
て
国
策
に
協
力
し
よ
う
と
し
夫

態
度
は

当
時
の
村
民
が
充
分
納
符
寸

る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。



む)

米
多
移
出
型

ζ

の
タ
イ
プ
の
山
村
は
さ
ら
に
細
か
く
二
分
さ
れ
よ
う
。

米
を
多
〈
移
出
す

一
つ
は
、

米
の
生

竹
，
茶
・
し
い
た
け
左
ど
の
林
産
物
や
山
産
物
の
移
出
も
多
〈
、

米
も
多
く
生

産
し
て
そ
の
一
部
を
移
出
し
た
村
で
あ
る
c

南
小
田
村
廷
に
は
「
本
村
山
貧
富

る
村
と
、
他
の
一
つ
は
、

産
地
域
で
も
あ
り
主
食
と
し
て
の
米
の
消
費
量
も
多
い
が
、

ズ
C

」
と
し
て
、

ノ
懸
隔
比
較
的
少
ナ
ク
又
甚
シ
ク
貧
ナ
ラ
ス
ト
緩
そ
酉
ヨ
り
富
有
ナ
凡
ニ
ア
ラ

米
を
多
く
生
占
摩
す
る
地
域
で
も
な
く
、

の
一
米
の
消
費
量
を
少
を
く
し
て
、

者
に
は
煎
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
村
が
、

岩
一
戸
村
が
属
す
る
G

明
治
三
四
年
の
及
入
金
額
三
三
ネ
七

O
五
円
五
三
銭
六
摩
へ
一

人
当

P
金
額
六
七
円
一

O
銭
一
一
腹
)
に
対
し
、
歳
出
金
額
三
三
九
三
九

O
円
八

主
食
と
し
て

米
を
多
く
移
出
す
る
村
の
二
つ
で
あ
る
c

前

後
者
に
は
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
上
野
村
と

八
銭
八
一
度
(
一
人
当

P
金
額
六
七
円
八
三
銭
七
隔
世
)
と
若
干
の
赤
字
の
い
刊
で
あ

る
。
歳
入
金
額
を
村
人
口
で
割
っ
た
一
人
当
り
の
金
額
を
一
人
当
り
の
村
民
所

ま
ず
熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
村
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
南
小
田
村
は
杉
・
苧

得
と
考
え
れ
ば
、
南
小
国
村
は
一
二
の
山
村
の
平
均
よ
り
約
六
円
位
高
い
。

問
小
国
村
の
常
食
に
つ
い
て
は
村
是

-AI寸

大介県

m司、

1段よ主

f 
y霞翠米影多移出型

JIlII]米多移出型

Eヨ自給自足型

冨富米多移 入型

_1"--' ' -、/旬、、J

、句、-'010  20""' 
鹿児島県い・_._.J

熊本県

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「

常

食
ハ
一
般
米
麦
累
Z
4

窃
黍
ノ
鞍
数
守
混

向
シ
テ
疾
ス
e

就
中
米
教
ヲ
令
ト
ヌ

λ

事

- 9 ー

多
ク
玉
む
黍
ヲ
飲

nJg'少
シ
。

一
康
一
小

九州中部山村の地域額型

国
村
の
問
品
川
一
一
一
回
一
年
の
主
食
の
一
人
当

ふ
り
広
間
掛
川
島
買
量
H
U

、
米
九
・
九
三
斗
、

プ三

だ
か
麦

五
三十

と
う
ヰ
ろ
と

L

一
・
七
回
斗
、

あ
わ
一
・
四
三
斗

、l
 

f
 

麦

0
・
七
三
斗
と
念
っ
て
シ
り

芹;

の

品
円
安
料
が
冬
い
の
で
雑
凱
恨
の
品
川
島
官
ト
に

あ
ま
わ
多
〈
は
を
い
。

村
長
と
し
て
南
小
国
杓
の
将
来
一

vU
ヵ

年
計
画
の
方
針
と
し
て
仁
ち
出
さ
れ

4vuの

は
、
米
・
萎
蚤
・
麦
、
・
T

宵+芹一でみ
F
h
，

長
期
酌
に
は
穏
林
事
実
J
T
」
伺
学
院
t
(
J

つ



一
短
期
的
に
は
米
を
阜
、
心
に
し
た
築
学
一
九
三
ま
に
重
点
が
ム
ど
か
れ
て
い
と
こ
と
が
わ

か吋
h
w
o

し
い
た
け
と
茶
の
山
芳
一
村
が
当
一
円
院
の
移
民
品
目
と
し
て
重
き
を
h
r

い
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
の
将
的
に
つ
い
て
は
将
来
計
践
の
中
に
て
一
一
一
一
了
も

代
わ
ノ
仁
義
主
主
.
か
夜
、
駐
さ
れ
て
山
る
こ
と
は
前
述
し
た

ふ
れ
ら
れ
て
れ
が
ら
ず
、

よ
う
に
国
策
を
忠
実
に
筆
、
行
し
よ
う
と

L
だ
か
r
円
で
£
ろ
う
。

次
に
士
一
食
と
し
て
の
米
の
清
食
最
J

申
込
心
土
〈
し
て
包
ん
口
に
多
く
わ
れ
太
子
待
出

上
野
村
、
と
山
十
七
戸
肘
が
あ
行
人
れ
司
令
一
上
野
村
、
J
U

木
村
と
し
い

す
る
村
と
し
て
、

た
け
の
山
産
物
が
あ
る
も
現
金
収
入
は
不
十
寸
?
?
で
、
商
品
作
特
と
し
て
六
麻
-

F
パ
コ
・
ま
ゆ
が
あ
る
。
山
一
む
戸
村
は
山
芳
一
円
と
し
て
枚
↑
一
五
・
木
材
・
木
炭
が
あ

わ

と
く
に
椎
茸
の
生
産
量
も
多
い
が
、

行
一
口
氏
の
フ
ト
コ
ロ
を
豊
か
に
寸
み
ほ

ど
で
は
ま
い
。
商
品
作
物
、
と
し
て
は
大
麻
・
タ
パ
コ
が
あ
る
が
、

4
A

も
多
ぐ
販

克
し
て
現
金
収
入
を
椅
古
ん
し
て
い
る
と

宏
一
戸
が
け
は
、

筆
者
が
調
査
し
た
明
治
三
ぺ
L
I
四
三
年
の
七
二
町
村
の
半
い
の
一

人
当
わ
年
間
消
費
量
一
の
中
で
最
も
低
い
鐙
を
示
し
た
。
す
左
わ
丸
山
一
U

戸
村
は
、

-
七
九
斗
で
、

と
れ
と
ほ
ぼ
似
た
程
度
の
米
の
消
費
量
の
ι

少
を
い
村
は
一

九
コ
了
リ
イ
の
熊
本
県
飽
託
郡
河
内
村
で
あ
っ
た
c

岩
戸
村
は
ζ

の
米
を
補
足
す
る

4

一
め
に
年
間
一
人
当
h
p
大
麦
一
五
・
一
二
斗

と
う
も
ろ
と
し
六
・
二
八
斗
を
消
費

し

き
ら
に
さ
と
い

4
と
か
八
し
ょ
で
食
糧
の
不
足
を
補
っ
て
い
る

f

、
山
一
七
戸
村

の
食
料
品
支
出
の
密
造
J
T
J
A
る
と
、

穀
頴
の
消
費
が
一
二
の
山
村
よ
り
や
や
伝
一

そ
れ
を
ほ
伺
足
す
る
た
め
に
い
も
桁
酬
が
多
く
消
費
さ
れ
、

ぞ
き
い
類
の
い
向
費

が
や
や
名
〈
、
肉
・
魚
貝
類
の
F
E
白
質
が
や
や
少
左
ノ
¥
在
っ
て
い
る
。
村
長
に

記
さ
れ
支
将
来
の
七
ケ
匁
計
画
で
は
、

増
産
品
自
と
し
て
畜
産
・
米
・
し
い
だ

け
・
杷
符
・
萎
鶏
・
と
人
に
や
〈
工
同
一
・
養
去
が
あ
げ
ム
れ
て
い
る
c

(o 

自
給
自
足
型

こ
の
タ
イ
プ
に
尾
ー
す
る
山
一
γ
いにと
i
t

て
は
、
熊
本
県
阿
京
都
『
山
村
の
位
に
、
五

防
白
正
西
臼
杵
郡
三
ケ
J

片
付
・
位
一
紫
竹
・
諸
塚
村
・
七
一
折
村
と
児
湯
郡
古
木
長
打

が
あ
げ
ら
れ
る
r
v
ζ

の
白
で
は
衿
宏
一
村
と
諸
塚
村
が
米
を
少
し
移
入
し
‘

ケi

~
同
村
J
μ
L
F
J
7
)

少
し
湾
出
し
て
い
“
心
。
こ
の
D

T

J

プ
で
は
西
米
良
村
を
例
に
と
ろ

久
ノ
。
糸
良
十
と
で
も
一
向
次
{
ベ
パ
村
は
歴
史
的
に
も
熊
本
県
民
駒
郡
ー
と
の
関
係
予
乞
待
、

で
あ
り
、

鴇
-
介
峠
J
J
T

一
日
日
え
て
湯
前
・
冬
良
木
・
人
工
口
万
一
回
ど
の
取
引
が
感
J
h

で

よ
ち
ゃ
f
、
交
通
網
が
整
偽
さ
工
、
高
い
き
巾
一
税
一
定
と
函

乏
っ
ι
守山。

明
治
朗
v

に
は

山Th
良
村
の
村
再
開
の
道
路
J
J

明
治
三
三
年
に
一
改
修
さ
れ

一
定
に
旬
、
一
泊
四
三
年
」
Z

で
に
改
修
さ
れ
夫
乙

熊
一
志
向
岸
ん
相
院
か
ム
ム
出
町

ζ

ち
し
し
似
よ
ち
止
、
〈
け
木
良
甘
い
t
p
u
u
d
γ

伝

拘
叫

がなや
J

，
t
o特
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
勺
売
。
明
治
二
四
年
の
移
入
品
と
し
て
一
口
健
在

米

ご

四

必

)

、

呉

服

(

九

dZ
が
八
七
%
を
占
齢
、
一
特

と
語
(
六
日
毛
〕
、

出
一
泊
と
し
て
は
木
村
・
し
山
い
た
け
、

ア
シ
チ
モ
一
一
ー
が
九

O
d官
を
占
め
た
し

b

ね

-10-

入
品
は
人
土
口
・
多
色
一
次

-
m
F
r
訂
元
ら
全
一
部
入
荷

L
て
い
る
が
、
日
常
終
官
じ
m

c

他
に
食
糧
と
し
て
米
一
八

O
石
、
友
三
石
、
十
八
一
史
・
小
一
ヨ
左
ど
三
石
、
そ
ろ
ゲ

ん
六

(
0
0貫
が
移
入
き
れ
て
い
る
。
と
れ
を
み
て
も
当
時
ま
い
た
食
糧
が
充
今
自

給
で
き
左
か
っ
た
こ
と
が
窓
際
き
れ
る
。
と
れ
ら
一
夕
、
科
の
移
入
金
額
は
二
二
回

四
月
と
な
り
、

茶
と
は
内
皮
の
販
売
金
額
を
上
回
る
金
額
で
あ
っ
た
心

移
出
品
で
は
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
を
除
け
ば
、

木
初
・
し
い
ム
た
け
・
す
品
川
・
符
位
以
が

と
れ
ム
一
二
慢
が

代
表
的
な
も
の
で
、

西
米
良
村
廷
の
現
金
収
入
源
と
し
て
は
、

安
定
し
た
恒
常
的
左
収
入
源
で
あ
ウ
売
。
き

ιノ
に
乏
し
い
現
金
収
入
を
補
足
す

ぺ
く
木
材

(
け
や
き
材
・
松
材
・
も
み
一
級
)

の
接
出
が
一
行
わ
れ
た
と
売
え
ら
れ

る
。
称
、
出
先
は
、

し
い
た
け
・
楕
皮
・
サ
刊
の
山
芳
一
物
が
人
士
口
町
へ
出
事

J

Y

A

L

れ、

そ
こ
か
ら
さ
ら

K
大
阪
・
長
崎
へ
一
持
出
荷
さ
れ
4
L
C

人
士
口
町
へ
は
擦
が
い
じ

μTT」絞一

え
て
入
荷
-

E
河
北
向

K
よ
る
駄
賃
付
け
斡
送
JT-
一
行
っ
て
い
た
c

木
村
は
一
志
加
工



し
た
も
の
を
除
い
て
は
す
べ
て
一
ツ
瀬
川
を
川
流
し
に
よ

-P
河
口
の
福
島
港
へ

出
荷
し
て
念
り
、
流
し
山
師
が
活
躍
し
て
い
た
。
木
材
は
福
島
港
か
ら
さ
ら
に

神
戸
・
大
阪
へ
と
運
搬
さ
れ
た
。
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
も
馬
背
・
人
肩
に
よ
り
福
島

港
へ
選
ば
れ
、

そ
と
か
ら
神
戸
・
大
阪
へ
と
搬
送
さ
れ
て
い
た
。

ζ

ん
に
ゃ
く

が
国
富
町
の
一
部
で
あ
る
本
庄
へ
出
荷
さ
れ
、

そ
ζ

を
経
由
し
て
宮
崎
町
へ
違

ば
れ
た
。

4a 

明
治
三

O
輔
の
移
出
入
状
況
を
み
よ
う
。
と
の
資
料
は
熊
本
県
球
磨
郡
と
の

取
引
の
み
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

一
ツ
瀬
川
下
流
域
の
穏
北
・
妻
・
佐
土
原
と

の
取
引
を
示
す
資
料
が
加
え
ら
れ
て
い
念
い
。
し
か
し
明
治
二
四
一
年
の
移
入
先

は
ほ
と
ん
ど
熊
本
県
球
磨
郡
か
ら
で
あ
る
か
ら
、

明
治
一
二

O
年
の
資
料
も
太
材

西
米
良
村
の
商
取
引
の
大
勢
を
一
が
す
E
H
料
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
念
い
。
移
入
金
額
の
多
い
品
目
は
、
米
(
三
五
・
二
係
)
、

や
酒
の
取
引
左
ど
を
除
け
ば

焼
酎
さ
二
・
八
係
)
、

食
持
団
・
太
物
・
小
間
物
・
石
治
左
ど
で
日
常
の
生
活

必
需
品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
昭
一
治
三
(
い
年
に
は
米
七
二
三
石
六
斗
、

表
一
九

石

そ
う
め
ん
一
一
五
貫
が
入
荷
し
て
い
る
。
と
〈
に
米
の
移
入
量
は
明
治
二

四
年
に
比
べ
て
い
ち
じ
る
し
〈
増
加
し
た
。
明
治
三

O
年
で
も
合
一
糧
の
自
給
は

シ
ぼ
つ
か
念
〈
、

む
し
ろ
積
極
酌
に
移
入
し
て

b

h
ノ、

食
糧
不
足
は
解
決
し
て

い
左
い
。
水
図
面
積
も
明
治
一

0
1
二

0
年
代
に
か
け
て
は
い
ち
じ
る
し
〈
増

二
四

1
三

O
Zー
に
か
付
て
は
約
二
町
歩
位
の
増
加
で
一
応
限

加
し
て
い
る
が

界
に
達
し
て
い
る
。
人
口
は
明
治
二
三
年
に
一
二

O
七
人
で
あ
っ
売
も
の
が
、

三
一
年
に
は
二
二
八
九
人
と
を
り
、

約
一
八

O
人
の
増
加
と
を
う
て
い
る
の
で

食
糧
不
足
は
一
層
深
刻
左
も
の
仁
左
っ
夫
で
あ
ろ
号
。

明
治
三

O
忽
の
移
出
品
目
の
出
で
も
っ
と
も
多
い

は
椎
茸

(
三
六
・
四
係
)

か
し
板
(
一
八
・

0
¢
)
、

も
み
校
・
と
が
村
・
松
村
・
村
や
き
枚
・
同
句
皮
左

を
ど
で
あ
る
。

つ
ま
り
椎
茸
と
木
材
と
鰭
皮
が
現
金
収
入
源
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
明
治
二
四
年
の
移
出
品
目
と
あ
ま
り
差
は
左
い
が
、
茶
と
牛
が
入
れ
替
っ
て

b

h
ノ
、
茶
が
自
然
茶
(
山
茶
)
を
主
体
に
し
て
い
た
た
め
に
商
品
化
率
が
低
か

っ
た
ζ

と
が
わ
か
る
。

明
治
四

O
年
の
移
出
入
の
状
況
を
西
米
良
村
是
に
よ
っ
て
み
る
と
明
治
三

O

年
に
比
べ
か
在
り
大
-
昔
、
左
変
化
が
み
ら
れ
る
心

J
E
ず
移
入
品
目
の
中
で
上
位
を

占
め
て
い
た
米
を
中
心
に
し
ム
ん
A
R
績
が
全
〈
姿
を
消
し
、
む
し
ろ
小
一
史
の
よ
う

在
移
出
品
が
で
て
き
た
と
と
で
あ
る
。

つ
ま
句
明
治
四

O
年
に
は
食
糧
の
自
給

が
可
能
と
な
り
、
そ
の
た
め
移
入
さ
れ
た
日
常
雑
貨
品
の
中
で
も
タ
バ
コ
・
痩

具
・
飼
料
・
機
械
器
具
左
ど
新
介
一
左
品
目
が
登
場
し
て
〈
る
。

ζ

れ
に
対
し
移

出口問

B
M
M
木
材
・
し
い
た
け
・
木
炭
・
博
開
皮
が
主
体
と
左
り
、

と
の
頃
か
ム
木

山
灰
が
現
金
収
入
源
の
ヰ
恩
恵
司
念
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
焼
倒
産
物
と

l
て
ね
4
人

-11 一一

根
・
茶
・
小
豆
が
移
出
さ
れ
て
hv
り‘

明
治
二
四
年
ー
頃
は
せ
い
ぜ
い
芥
位
し
か

念
か
っ
た
の
で
、

焼
堀
地
が
商
品
生
青
の
携
と
化
し
つ
つ
あ
る
ζ

と
が
窺
え
る
。

木
山
民
生
彦
は
明
治
三
三
年
の
県
道
改
修
に
よ

-nJ
移
出
が
伸
び
た
も
の
で
、

機

{t 

峠
を
越
え
る
村
所
!
湯
前
間
の
ん

l
ト
で
は
嵩
張
る
釣
に
値
段
は
安
〈
運
賃
が

高
く
か
か
る
氷
山
吹
は
採
算
が
合
わ
左
か
っ
犬
。
し
い
た
け
・
茶
・
符
仲
良
は
刷
明
日
山

t
軽
く
、

山
道
を
搬
出
す
る
の
に
便
利
で
あ
っ
4

ん
の
で
現
金
収
入
源
と

L
て
も

重
き
を
念
し
た

O

A
匂

米
長
在
の
社
倉
山
山
明
治
三
八

1
四
三
年
間
引
に
も
っ
と
も
多
イ
設
置
き
れ
て
い

41~

。
明
治
二
回

1
一一一

O
年
の
移
入
品
自
を
み
て
も
米
辛
」
中
心
に
喜
久
慢
の
移
入
量

が
多
〈
、

こ
の
乏
し
い
食
穆
問
題
を
館
引
決
す
る
一
方
法
と
し
て
社
倉
市
が
普
及

し
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
よ
司
令
。
明
治
一
八

1
三
八
年
に
か
け
て
社
倉
の
設

E
F

が
行
わ
れ

明
品
川
四

O
佐
頃
に
失
穏
自
給
が
可
能
に
を
ゐ
正
社
合
引
が
務
次
開
閉



さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
こ
の
こ
と
を
よ
く
裏
づ
け
て
?
心
。
明
治
三

O
年
一
頃
ま

こ
れ
に
つ
い
で
籾
米
・
そ
ば
・
小
一
三
な

で
は
貯
穀
も
ひ
え
が
圧
倒
的
に
多
ノ
¥

ど
が
貯
較
さ
れ
て
い
た
。

む)

米
多
移
入
裂

福
岡
県
八
女
郡
矢
部
村
が
こ
れ
に
属
す
る
c

山
孝
物
の
商
品
化
が
充
分
に
行

わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
わ
米
・
あ
わ
・
は
だ
か
乏
の
殺
績
を
移
入
し
た
G

矢

部
村
は
水
田
率
六
必
で
米
の
生
産
以
勺
左
い
が
、

が
六
・
一
五
七
斗
、

一
人
当
り
年
間
品
川
費
量
円
日
米

あ
わ
九
・
九
斗
.

は
い
た
か
麦
二
・
六
三
斗
4

4

L

J

め
る
c

ふ
わ
を

ち
一
、
、
消
費
し
た
の
は
山
一
同
村
と
矢
部
村
で
と
う
も
ろ
こ
し
の
生
き
が
少
左
か
っ

た
c
d
矢
部
村
の
お
神
山
山
口
回
目
は
茶
・
こ
ん
に
で
，
¥
玉
・
木
山
灰
・
符
皮
・
そ
ば
・
山

芋
・
は
ぜ
の
実
左
ど
の
山
産
物
一
と
木
村
・
竹
材
の
林
産
物
の
商
品
化
J
J

進
ん
で

い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
矢
部
村
は
あ
わ
・
米
一
・
は
だ
か
支
の
穀
類
を
多
く
移
入

し
て
h
F

り

こ
の
よ
う
左
担
イ
プ
は
山
村
と
し
て
の
性
格
を
よ
〈
表
わ
す
c
午
ハ

む
山
村
が
山
茶
を
多
〈
販
売

L
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
後
八
女
郡
が
入
女
茶
と
し

て
名
訟
を
は
く
す
る
こ
と
に
も
を
る
ν

片

T
一
都
村
も
他
町
村
に
所
有
す
る
土
地
は
五
町
六
一
氏
七
敵
一
立
歩
(
水
田
一
町
四

反
五
献
二
四
歩
)
に
対

L
、
他
町
村
よ
り
所
有
さ
れ
る
土
地
は
三
二
三
町
四
反

畝

(
水
田
八
町
一
献
二
九
歩
一
)
と
非
常
に
多
か
っ

4
1
矢
部
村
の
穀
類
治
資

は
六
日
・
七
八
¢
と
非
常
に
一
局
く
、

食
料
品
支
出
の
中
で
穀
類
に
依
存
す
る
吏

合
が
非
常
に
一
品
か
「
ι

だ
い
将
立
木
の
七
ヶ
年
計
画
と
し
て
も
茶
と
林
業
げ
れ
多
く
を

依
右
い
し
、

米
・
は
だ
か
ま
わ
4

・
あ
わ
の
穀
類
J

ゲ
し
増
寄
生
し
て
、

穀
類
の
自
給
一
更
を
一
角

め
よ
，
っ
と
し
て
い
る
c

五

結
ぞ吾
百

山
村
に
ゐ
け
る
水
稲
の
生
産
は
遅
れ
て
出
発
し
た
と
一
士
一
口
わ
ね
ば
な
ら
左
い
。

山
村
に
ふ
け
る
労
働
力
の
不
足
、

あ
る
い
は
土
木
的
技
絞
の
未
執
一
さ
、

田
岡
田
自
民

金
の
不
足
か
ら
問
何
回
可
能
地
も
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
ア
4
に
じ

明
治
期
に
は
関
田
事
業
が
著
し
〈
進
み
、
山
木
の
生
↑
廷
に
重
点
が
九
世
か

t
ム
た
た
め

に
山
村
に
と
っ
て
も
米
が
商
品
作
物
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の
で
£
る
。
山
村
が

自
給
町
一
色
彩
の
濃
厚
左
柏
町
俗
が
り
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
だ
の
は
千
九
が
授

口
凶
作
杓
i

こ
し
て
生
芳
一
き
お
る
よ
う
に
な
っ
た
と
と
が
一
つ
の
要
因
と

t
ろ
ち

E

山
村
J
U
#
粧
品
抗
生
産
の
場
で
あ
る
限
!
号
、

白
給
的
山
村
か
ら
の
開
示
は
4

多
か
っ
た

の
で
あ
ふ
c

山
村
住
民
が
伝
統
的
な
食
生
活
を
路
興
し
て
雑
穀
を
宇
一
食
に
し
、

米
を
商
品
作
物
と
し
て
生
産
し
た
'
と
し
て
も
不
伊
斗
一
識
で
は
念
い

U

た
と
え
ば
ひ

え
し
L
r
木
の
混
食
で
あ
る
ひ
え
め
し
は
今
日
で
は
ま
ず
い
と
い
わ
む
る
が
、
そ
の

q
z
&
 

ー

正
コ
ト
同
び
え
あ
し
を
む
い
し
く
食
べ
る
料
理
法
が
長
年
の
食
生
活
の
中
か
ら
考
案

さ
れ
て

L
V
P
、
雑
穀
を
主
体
に
し
夫
会
生
活
で
あ
勺
て
?
も
住
民
は
そ
ん
な
に
+
八

き
な
不
満
は
抱
か
を
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

T

情
報
で
と
り
あ
げ
た
明
治
後
期
の
九
州
中
部
山
村
に
シ
け
る
生
宗
と
消
費
の

諸
特
徴
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
左
る
c

(
町
出
村
が
米
の
生
産
地
域
で
左
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

4
1

を
多
〈
日
持
出
す

づ
心
地
球
が
あ
り
‘
そ
の
場
合
山
産
物
や
林
産
物
の
商
品
化
が
不
充
分
で
£
勺

失
の
で
、

現
金
収
入
時
wsと
し
て
米
に
多
〈
を
依
存
せ
ぎ
る
を
え
を
か
っ
犬
。

こ
れ
ム
の
山
村
は
貧
し
い
山
村
で
あ
り
、

米
J
V
』
移
出
し
て
代
打

r

に
あ
わ
・
と

ぅ
、
も
ろ
と
し
J

な
ど
の
雑
穀
を
多
〈
移
入
し
ゃ
い
。

小
池
山
村
に
な
け
る
商
品
作
物
の
導
入
は
一
部
の
山
村
を
除
!
日
て
は
充
今
で
士
ノ
¥

わ
ず
か
に
注
目
す
べ
き
は
宮
崎
県
西
臼
杵
誌
の
大
麻
と
タ
バ
コ
栽
培
で
ふ

2

つ



売
。
大
麻
ゃ
な

J

パ
コ
士
ど
の
商
品
作
物
引
導
入
さ
れ
た
山
村
で
は
、

崎
町
畑
農

業
が
比
較
的
早
く
消
滅
し
た
村
で
あ
る
。
明
治
後
期
に
は
特
季
地
が
す
で
に

矢
部
村
の
八
女
子
茶
・
南
小
国
村
の
杉
・
西
日
立
1
R
U
(
三

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

庁
所
村
・
上
野
村
・
鞍
岡
村
)

の
十
ヘ
麻
左
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

j
…
穀
類
の
生
産
と
消
資
で
最
も
注
目
寸
べ
き
は
米
の
生
き
と
消
妥
で
、
筆
者
は

米
の
移

JV一
を
指
標
に
し
て
五
つ
の
地
域
お
安
全
設
定

L
た
。

一
二
の
山
杓
の

中
で
は
北
部
の
山
村
山
か
米
の
移
山
山
地
吠
て
あ
わ

南
部
の
山
村
が
自
給
自
足

型
の
地
妓
で
あ
っ
た
ο

米
の
移
入
地
域
L
-

し
て
は
福
一
一
岡
県
の
午
、
町
山
村
が

の
山
村
の
中
で
一
う
ど
ん
け
存
在

l

半
同
庁
今
川

aJ
入恥午三一
v

山
一
計
一
ペ
~
指
向
山
県
に
多
く

円
?
布
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
ム
「
篠
山
口
調
主
ー
に
ま
し
た
い
c

三
正
夫
昨
ケ
ヰ
日
付

入
裂
の
山
村
は
す
日
自
の
き
わ
め
て
必
を
い
山
村
の
中
に

こ
の
タ
イ
プ
の
・
山

一
村
が
み
ら
れ
る
と
田
中
内
が

こ
と
で
取
土
げ
だ
一
二
の
山
村
の
中
に
は
見
出

さ
れ
4
y
h
c

‘+  
・~
〆ーら

川
ヒ
ロ
ザ
一
福
男
「
五
一
夜
荘
の
崎
町
伯
耕
作
」

地
問
一
一
月
半
一
評
論
一
間

一
:
ぃ
一
一
、
一
一

一
斗
〆
一
-
L
/
訂
干

山
台
々
木
高
明
『
日
志
の
片
的
侶
』

古
今
季
院

一
九
七
二
年

川
三
浦
保
五
日
，
「
九
州
山
触
に
一
シ
け
巧
む
崎
町
抱
一
村
合
病
院
叱
山
村
の
訴
え
」

、ーャ、
U
F
m
・-門川河一、

ノ
~
主
主
耳

R

J
ノ

1/ 

一
九
五
一
二
年

「
椎
葉
村
焼
畑
山
崎
地
朕
の
岡
山
一
応
対
門
学
的
日
竺
一
↓
コ

一
九
六
九
年
・
一
九
七
一
一
年

堅
一
更
地
問
い
ん
で
い
に
全
十

+ 
四

山
J

「
葉
徳
一
郎
『
民
俗
?
と
日
付
一
域
形
成
』

L
W

事唱
1

J

i

p

問
明
日

H
f
R

一
ト
し
」
川
、
」

1
E

一一ノ一ノ↑，
L
3

昨
パ
U
ナ
ヤ
正

~
ト
向
山
た
に

F
f
一t
山
五
日

41
昭
一
形
決
ご
い
~
?
大
江

J

「一♂設

一
九
丁
で
て
む
~

fハ
iりj

日
牧
野
品

「
宮
崎
県
米
良
地
方
の
社
合
制
)
熊
本
商
十
八
弘
一
向
島
黒
田
一
三

J

一
九
七
四
乞

i

ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ヨ
ル
ジ
ユ

は
院
が
一
同
一
日
一
芭
訳

『
消
貸
の
地
申
告
学
』

白
水
社

限
一
わ
ノ
は
各
町
村
是
の
資
料
を
閉
山
U
4
L
C

ゆ山
ζ

こ
で
と
く
に
使
用
し
た
村
是
は
次
の
も
の
で
忠
る

Q

と
〈
に
断
わ
ム
ノ
念
い

一
九
六
五
年

福
岡
県
八
女
郡
供
部
村
長

阿
蘇
郡
山
西
村
是

同
族
主
柏
村
是

町
内
京
都
南
小
国
対
日
定

宮
崎
県
西
臼
杵
郡
長
岡
村
日
定

宮
崎
県
一
向
日
杵
杭
諸
均
約
一
日
た

西
日

J

符
抗
告
一
戸
計
判
定

西
臼
杵
郡
上
野
村
け
だ

{
口
口
崎
県
民
自
昨
郡
三
ケ
一
所
村
是

「
回
目
杵
お
4
i
r
R
村
是

向
日
杵
杭
裕
一
葉
村
n
k

仁
〕
小
山
崎
県
出
に
採
郡
西
米
良
村
長

一
八
九
八
年

一
九
(
)
三
年

九

e. 
uニ

一
九
れ
一
一
一
一
年

一
九
(
)
七
年

一、一一

i

ノ
'
A「

一
九

O
七
佐

一
九
(
パ
十
九
乞
住

一
九
心
七
年

九

七
年

一
九
FU
七
年

一
九

O
八
年

刊

5
k
r
J
・
一
角
鏡
町

(
以
上
宗
一
崎
県
)

則
一
一
終
大

f
p…
研
「
む
い
た
・
町
村
長
調
査
会
所
在
日
録
」

ノi、

由ア
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The Producticn and 
in CentraユKyushu，

The primary object of this article is to deユineatethe 
character cf the life in mountain viユエagesin cental KJ~shu 
during the late fvleiji Era by comparinε 七heproduction and 
cons国 lptionof various goods. The source materials analysed 
are so-caエユed 'Choze' and 'Sonze' pubユisheda七 the turn of 
this century. 'Ihey contain va工・uableinfcrmations not only on 
the aζricuユ七ura工 and industrial products but also on the con-
s'UIL.ption of foods and r::isceユユaneousεoods. 

Even in this mountainous region where paddy fielさswere 
scanty， some of these villages sen七 outrice produced to other 
areas. 工nthe viエlagesof this kind， the output of fores七
productsユiketiEber and firewood and such corr~odities as七ea，
mus0~oom and 50 on Wa5 not so large that rice nec εssariユy
もeca工nethe most important source of cash income. 'I'aking this 
fact in七occnsideration. 七heauthむrcユassifiedthe vi工ユagesin 
this region into fiγe groups according to the produc七ionand 
consUIDption of rice. 
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